
＜ 卵で越冬する虫たち ＞

気温 9～ 10℃と、１月にしては少し暖かい 25、26日に、ひたち野うしく小４年生とみずべ公園
あたた

を歩いてきました。テーマは、生きものたちの冬越しです。
ふゆ ご

まずは、卵で冬越しをする虫たちを紹介しましょう。
たまご ふゆ ご しょうかい

カマキリの卵のうが、あちこちで見られました。卵のう
らん らん

は、たくさんの卵がさらに発泡スチロールのようなもの
たまご はっぽう

で包まれ、より寒さや乾燥に耐え、雨風もしのげるように
つつ かんそう た

できています。あちこちでと言いましたが、これでもいつ

もの年よりはだいぶ少なく、しかもハラビロカマキリ

ばかりでオオカマキリやコカマキリのものは 1つも見つ
かりませんでした。中には、あずまやの石柱に産まれた

せきちゅう う

ものもありましたね。カマキリは、種類によって生活する

場所が違います。図書の本などで調べ、他のカマキリが少
ちが

なくなってしまった原因を考えてみましょう。
げんいん
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いろいろな木の枝や幹に産みつけられた、ハラビロカマキリの卵のう。 中には石 柱 に産まれたものもあり
えだ みき う らん せきちゅう う

（下左）、クモに食べられたり（下右）、鳥に食べられたりするものもある。



マイマイガの卵かい
らん

も、いつもよりは少ないも

のの、けっこう見つけてく

れました。卵かいは、たく
らん

さんの卵が毛布のような
たまご もう ふ

毛に包まれています。
つつ

そして、ジョロウグモの卵のうもいくつか見つかり
らん

ました。やはりたくさんの卵が、綿のようなものに包ま
たまご わた つつ

れています。

卵はカプセルのようで、そのものが寒さや乾燥に強い
たまご かんそう

と思えますが、さらに綿や毛、発泡スチロールのような
わた はっぽう

もので包まれて、厳しい環境に耐えられるようになって
つつ きび かんきょう た

いるのですね。卵ってすごい！【理科支援員：宮内】
たまご

イヌシデの幹に産みつけ
みき う

られた、マイマイガの卵
らん

かい（上２枚）。

さくらの幹に産まれたも
みき う

のもあり（下左）、羽化殻
う か がら

も見られた（下右）。

クヌギの幹に産みつけられた、ジョロウグモの卵のう。
みき う らん


